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令和３年度４月補正予算の概要 

１ 予算編成の考え方 

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う対応や令和３年福島県沖を震源とする

地震に伴い被災した施設の災害復旧など、緊急に対応すべき予算を計上した。 

 

２ 一般会計補正予算（第２号）の概要 
（１）予算規模 

歳入については、国県支出金、地方債など、歳出については、予算編成の考え

方に基づき、それぞれ計上した。 

この結果、補正額 330,146 千円を追加し、補正後の一般会計歳入歳出総額が

45,995,090 千円となった。 

（２）主な補正内容    【凡例】 ○新 ：新規事業 

① 新型コロナウイルス感染症に対する緊急対応策 

市民向け対策 

○新 子育て世帯生活支援特別給付金支給事業（P12） 66,733千円 

事業者向け対策 

○新 飲食店応援券発行事業（P12） 47,551千円 

② 令和３年福島県沖を震源とする地震に伴い被災した施設の災害復旧など 
区分 事業費（千円） 備考（施設名）

住家等修繕

災害廃棄物 家屋解体・撤去等 98,441
小高区役所・小高区復興拠点施設等、鹿島区役所
本庁舎（市民課ホール備品含む）、西・東庁舎
小高老人福祉センター
健康福祉センター、高松ホーム

農業用施設 2,692 大型園芸施設（鹿島区南海老地内）
ふ化施設（真野川）、水産業共同利用施設（真野川漁港）

サービスエリア利活用拠点施設
道の駅南相馬、野馬追通り銘醸館

道路橋梁施設 45,600 道路・橋梁　２３路線（２８か所）
都市公園施設 2,478 北泉海浜総合公園、夜の森公園
消防施設 2,948 消防・防災センター

スポーツセンター、小川町体育館
生涯学習センター（小高、鹿島、原町、ひばり）
農村環境改善センター
市民文化会館
旧武山家住宅、文化財整理室　※備品含む

小計　 105,521
215,862

災害復旧

合計

災害救助 11,900

庁舎等 18,462

社会福祉施設等 13,506

農林水産業共同利用施設 5,241

周遊観光施設 5,161

社会教育施設等 9,095

文化財施設等 338
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③ 地方債の補正 
（追加）                              （単位:千円） 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】基金の状況 

○財政調整基金                              （単位:千円） 

補正前 今回 補正後 補正前 今回 補正後

3,391,801 300,035 0 300,035 829,924 108,970 938,894 2,752,942財政調整基金

基金名 Ｒ2末残高
積立額 取崩額 Ｒ3末残高

見込み

 

 

 
 
３ 特別会計補正予算の概要  
（１）下水道事業会計（補正第1号） 

収益的支出は、令和３年福島県沖を震源とする地震に伴い、被災した小高浄

化センターの漏水箇所復旧に要する経費の増による補正を行うもので、補正額

4,079 千円を追加し、補正後の支出総額が 1,700,869 千円となった。 

限度額 起債の方法 償還の方法

30 現年発生公共土木施設単独災害復旧事業 45,600

31 現年発生都市公園単独災害復旧事業 2,400

32 現年発生農林水産業共同利用施設補助災害復旧事業 1,700

33 現年発生農林水産業共同利用施設単独災害復旧事業 1,800

34 現年発生社会福祉施設等補助災害復旧事業 3,000

35 現年発生公立社会教育施設補助災害復旧事業 600

36 現年発生公立社会教育施設等単独災害復旧事業 6,700

37 現年発生文化財施設等単独災害復旧事業 100

38 現年発生庁舎等単独災害復旧事業 18,000

39 現年発生周遊観光施設単独災害復旧事業 5,100

40 現年発生消防施設単独災害復旧事業 2,900

87,900

起債の目的 利率

証書借入
又は

証券発行

　年３．０％以内
（ただし、利率見直し
方式で借り入れる資金
について、利率の見直
しを行った後において
は、当該見直し後の利
率）

　融資条件の定めのある資金
については、その融資条件に
より、その他の資金について
は相手方との協定によるもの
とする。
　ただし、繰上償還をし、償
還年限を短縮し、又は低利債
に借り換えることができるも
のとする。

計


